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学力向上・基本的生活習慣の確立に向けて                                                          

校長 田川 俊一 

 新学期が始まり，およそ２ヶ月間，子どもたちも新たな気持

ちで学習や運動に取り組み，元気な声が学校に響いています。 

 ４・５月は，子どもたちの実態把握の月でもあります。学力

面では，NRT検査や全国学力状況調査を実施しました。また，

体力テストや健康診断も実施しました。これらの調査をもとに，

これまでの成果と課題を見極め，これからの教育活動に活かし

ていきます。 

 健康診断の結果は，井尻養護教諭から７月の学校保健委員会

で詳しく説明がありますが，本校では，むし歯治療率 100％を

目指しています。早期の治療等もよろしくお願いします。また，

子どもたちの健康の維持増進は，元気な学校生活を送る上でと

ても大切なことです。朝・晩の「歯みがき」や「早寝・早起き・

朝ごはん」などの基本的生活習慣の育成を図っていきましょう。 

 次に，子どもたちの学力の向上も大きな課題の一つです。全

国学力状況調査の分析では，実際に問題を解きながら，どのよ

うに授業の中で指導すればよいか話し合ったり，NRT検査分析

では，一人一人にあった勉強法について研修を深めたりしまし

た。これらの検査の分析をもとに課題解決に取り組んでいきた

いと思います。  

 学校では，校内研修テーマ「極小規模校における児童が主体

的に学習に取り組む指導法の研究～問題解決的な学習の実践を

通して～」を掲げ，今年も研究授業を通した授業改善を図って

いきます。子どもたちの学力向上には，学校教育はもちろんで

すが，家庭学習の充実も大きなウエートを持っています。学校

と家庭でさらに連携を密にしながら協力して家庭学習の習慣化

（家庭学習時間の確保）を図っていきたいと思います。これか

らも各家庭で子どもたちを「褒めて・励まして」いただき，子

どもたちの学習意

欲をさらに高めて

いただきますよう

ご指導お願いいた

します。何かござ

いましたら，遠慮

なく学校にご連絡

ください。 

 

 

 

１日（金） プール開き ※ 西阿木名幼小と合同 

４日（月） 家庭学習強調週間（～10日） 

 5日（火） 研究授業 ※ 5校時終了後，下校します。 

 9日（土） 避難訓練（地震・火災・AEDの利用の仕方） 

※ 保護者の皆様も，ぜひ，ご参加ください。 

17日（日） 思いやり・クリーン作戦 

19日（火） 兼久小・西阿木名小・三京分校交流学習 

※ 兼久小で一日，過ごします。 

27日（水） 西阿木名小との交流学習  

※ 午後から西阿木名小で学習します。 

 右の写真は、6年算数 

科の授業風景です。「よ 

り分かりやすく」説明す 

るために、式と図の関係 

を指し示しながら説明し 

ています。こういった積 

み重ねが「B問題」への 

対応につながると考えます。 

今年度は土曜授業等を活用し、基礎・基本の定着に重点を

置きながら、発展・応用問題にも意図的・計画的に取り組ん

でいきます。 

 大型連休中に、ＰＴＡ会長・    さんに畑を整備してい

ただき、後日、みんなで夏野菜を植えました。ピーマン・ナス・

キュウリ・トウガン・・・。今から収穫が楽しみです。 

                                  

 5 月 16～17 日、6 年生の結さんと西阿木名小 5・6 年

生合同で宿泊学習を実施しました。「パッションフルーツの

受粉作業体験」「キャンプファイヤー」「釣り体験」「カヌー

体験」など、盛りだくさんの学習計画の中、 さんは疲れも

見せず、楽しく充実した二日間 

を過ごしたようです。 

「メリクローン苗作り見学」で 

は、講師の先生も驚くほどの知 

識を披露し、みんなから注目を 

浴びた結さんでした。 

           5月 16日、2年生の  さんは、 

西阿木名小 1・2年生と一日交流学習 

を実施しました。授業中も元気に手を 

挙げ、自分の考えを堂々と発表するこ 

とができました。 

 今年度も朝のあいさつ運動に取り組んでいます。毎朝、正門

前に立ちあいさつをしているので，顔見知りの運転手の方も増

えてきました。中には子供たちの姿を見かけると、減速してあ

いさつを返してくださる方もいらっしゃいます。子供たちは，

あいさつすることの気持ちよさを実感しているようです。 

                                  


